
 1 

 

令和３年 5 月１0 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇郡高森町農業委員会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇郡高森町農業委員会 

 

 



 2 

阿蘇郡高森町農業委員会議事録 

 

 

１、開催日時：令和３年５月１０日（月） 

午後２時００分から午後３時００分 

２、開催場所：高森総合センター2 階 大会議室 

３、出席委員 

1 番 谷川 春水 2 番 髙崎 堅誌 3 番 首藤 光一 

4 番 楢木野 繁英 5 番 色見 隆夫 6 番 工藤 進二 

7 番 矢津田 勇次 8 番 岡本 房雄 9 番 三森 一男 

10 番 甲斐 正一 11 番 城井 若生 12 番 三森 伸治 

13 番 吉良山 友二 14 番 山村 珠美   

４、欠席委員 なし 

５、議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名に関する件 

第２ 農地法第１８条の規定による小作解約について【合意解約】 

第３ 農地法第４条第１項の規定による許可申請に関する件 

第４ 非農地証明願承認について 

第５ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による 

農地利用集積計画（案）の承認について 

第６ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による 

農地利用配分計画（案）の承認について【中間管理】 

第７ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による 

農地利用配分計画（案）の承認について【中間管理】 

 

６、農業委員会事務局職員  

    局長  髙崎 康誌 

    係長   

     係  丸 山 響 
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事 務 局 皆さん、こんにちは。 

忙しい中、御参加いただき、誠にありがとうございます。 

ただ今から令和３年度第２回農業委員会総会を開催したいと思い

ます。 

まず、高森町農業委員会会議規則第６条の規定によりまして、過

半数を超える全員の出席をいただきましたので、会が成立しました

ことを御報告いたします。 

続きまして、同規則の第４条の規定によりまして、この委員会の

進行を会長にお任せすることになっておりますので、会長よろしく

お願いします。 

会  長 こんにちは。 

大分暖かくなってまいりましたけれども、先日から田植が済んだ

田んぼに氷が張って、植え直さなければならないかなというところ

も、出たようなところもございましたが、徐々に暖かくなってきま

した。 

田植えの最盛期で大変だと思いますけれども、御出席いただきま

して、ありがとうございます。 

本日も様々な案件がございますけれども、慎重に審議をしていた

だくことをお願いいたします。 

では、今日は大変でございますけれども、よろしくお願いいたし

ます。 

事 務 局 それでは、恒例の農業委員会憲章の御唱和に入ります。 

９番委員さん、お願いします。 

９番委員 皆さん、よろしくお願いします。 

１つ、農業委員会は、農業・農村の代表として、食料・農業・農

村基本計画の実現に努め、国民の期待と信頼に応えます。 

１つ、農業委員会は、食料の自給率と自給力を維持・向上させる

ため、適正な農地行政に努め、優良農地の確保と効率利用を進めま

す。 

１つ、農業委員会は、農地利用の最適化をめざし、担い手への農

地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促

進に努めます。 

１つ、農業委員会は、認定農業者や新規参入者等の意欲ある担い

手の育成・確保と経営支援を強化し、農業・農村の持続的発展に努

めます。 

１つ、農業委員会は、暮らしと経営に役立つ情報の収集・提供に

努め、活力ある農業と農村社会をめざします。 

ありがとうございました。 

事 務 局 それでは、早速、議事に入らせていただきます。 
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進行を議長、よろしくお願いします。 

議  長 はい。ただ今から議事に入りたいと思います。 

「議第７号」 

事 務 局 議第７号、高森町農業委員会会議規則第１３条第２項の規定によ

る議事録署名委員の指名に関する件。 

本委員会の決定に附する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長 はい。署名委員の指名に関することでございますが、いかがいた

しましょうか。 

(複数委員) 議長一任。 

議  長 一任ということでございますので、本日は１番委員さん、２番委

員さん、よろしくお願いいたします。 

では、続きまして「報告第２号」 

事 務 局 報告第２号、農地法第１８条の規定による小作解約について【合

意解約】。 

別紙のとおり本委員会に報告する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長 報告に関することでございます。事務局から報告いたします。 

事 務 局 報告第２号、農地法第１８条合意解約についての報告を行いま

す。 

議案書は５ページ、補足資料は２、３ページをご覧ください。 

整理番号１番の案件について御説明します。 

平成２７年４月１日より、農地法第３条による賃貸借権設定が行

われておりましたが、借り手の都合により返還し、再度、他の借り

手が借り受ける予定です。現在までの耕作者及び新たな借り手はど

ちらも同一代表の農業生産法人であり、営農計画及び実質的な農業

従事者に変更はないとのことです。 

続きまして、議案書は６ページ、補足資料は４ページから６ペー

ジをご覧ください。 

整理番号２番の案件について説明します。平成２８年８月１日よ

り農業経営基盤強化促進法による使用貸借権設定を行い、経営移譲

を行っておりましたが、貸出人の死亡により契約を解消し、相続人

が新たな借り手に貸し付ける予定です。 

続きまして、議案書は７ページ、補足資料は７ページから９ペー

ジをご覧ください。 

整理番号３番と４番の案件は、中間管理事業による同一案件のた

め、併せて御説明します。 

平成３０年１月１日より農地中間管理事業による賃貸借権設定を

行い借手において農業経営を行っておりましたが、貸出人が自身で
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維持管理を行うために解約となりました。 

事務局からの報告は以上です。 

議  長 はい。報告第２号について、１番から４番まで説明がございまし

たが、何か御意見等ございますか。ございませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 ４番についてなんですが、維持管理を自身で行うために解約とい

うようなことでございますが、これは誰か確たる人がいるのか、と

いう心配です。 

事 務 局 そうですね。恐らく会長も、ある程度、御存事の地区だからとい

うことだと思います。この農地が今回、整理番号４番のほうで貸し

出しをされていた方が亡くなられて、相続人の方が畑の近くに大き

な家があります。その家の管理の都合上、借り受け人にその農地を

使わせていると、用水路の水があふれたりして、どうしても家に影

響が及んでしまうというところが、今回の話のきっかけです。 

この辺りはその水路の維持管理が難しいそうで、度々、水が水路

からあふれているというところで、家の床下の部分が傷んだりする

ことがあるということです。 

人に貸すのではなく、自分で最低限の管理をするからということ

で、今回解約の話になっております。 

維持管理につきましては、年に数回程度戻ってきて、家を守るた

めにされるというような意味合いが近いです。 

議  長 はい、了解しました。要するに荒れない程度の管理をするという

ようなことかと思います。 

何かございませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 はい。ないということでございますので、報告のとおりとさせて

いただきます。 

続きまして、「議第８号」 

事 務 局 議第８号、農地法第４条第１項の規定による許可申請に関する

件。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長 はい。議第８号の番号１番につきましては、担当委員の４番委

員、説明をよろしくお願いします。 

４番委員 それでは、議第８号、農地法第４条審議資料。 

１番につきまして、補足資料は１１ページと１２ページでござい

ます。 

転用理由、申請者等の情報は左記のとおりです。 

申請地の周辺は、西側及び北側に山林が広がり、東側隣接の農地
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も植林の計画が上がっております。 

有害鳥獣の被害が多く、耕作に適さない自己所有地のため、スギ

を植林し、山林に転用したいという農地法第４条申請になります。

よろしくお願いします。 

議  長 はい。事務局から補足があります。 

事 務 局 それでは、ただ今の整理番号１番の案件につきまして、補足をさ

せていただきます。 

畑１筆の農地法第４条申請です。先ほど４番委員さんから説明を

されたとおり、令和２年８月３日付で既に西側隣接の農地３筆につ

いては転用許可を受けております。 

すみません。先ほどの議案書、内容を打ち間違えておりました。

「西側及び北側に」というふうに書いていましたが、西側及び北

側、あと東の方にも少し木の列がありまして、そちらのほうにも陰

るところがございました。抜けておりました。訂正、いたします。 

今回申請の農地につきましても、本来であれば、当時８月３日付

でまとめて許可を受けるつもりだったところ、申請から抜けており

ましたため、今回、追加で申請を行うものになります。 

申請書には、事業計画書、資金計画書、位置図、見取図、配水計

画図などが添付されており、その内容から一般基準について事務局

は資力及び信用、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実性、

計画面積の妥当性、周辺の農地等に係る営農条件への支障の有無に

ついて、適当または確実であると判断しています。 

また、申請地は農業公共投資の対象になっていない小集団の生産

性の低い第２種農地であることから、立地基準についても問題ない

と判断しています。 

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

であるというふうに判断しています。 

以上です。 

議  長 はい。番号１につきまして、担当委員さん、事務局のほうからそ

れぞれ詳しい説明をいただきましたけれども、何か御意見ございま

すか。ございませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 はい。ないということでございますので、この決議は最後に併せ

てしたいと思います。続きまして番号２番にいきたいと思います。

担当委員の３番委員さん、よろしくお願いします。 

３番委員 同じく９ページの番号２ですね。補足資料は１３ページ、１４ペ

ージになります。申請者等の情報は左記のとおりです。 

申請地の周辺は、西側、東側に山林が広がり、有害鳥獣の被害が

多く、耕作に適さない自己所有地のため、スギを植林し、山林に転
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用したいという農地法第４条申請になります。 

どうか御審議よろしくお願いします。 

議  長 はい。番号２についても事務局から補足の説明がございます。 

事 務 局 はい。議案書は９ページ、補足資料は１３ページ、１４ページを

ご覧ください。 

畑１筆の農地法４条申請になります。 

本申請地は、昨年の１１月に町の農振協議会において農振除外の

申請が上がり、農振除外の許可を受けた土地になります。 

申請書には、事業計画書、資金計画書、位置図、見取図、配水計

画図などが添付されており、その内容から一般基準について事務

は、資力及び信用、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実

性、計画面積の妥当性、周辺の農地等に係る営農条件への支障の有

無について、適当または確実であると判断しています。 

また、申請地は農振除外が行われ、農業公共投資の対象になって

いない小集団の生産性の低い第２種農地であることから、立地基準

についても問題ないと判断しています。以上のことから、総合的に

見て、本許可申請についても許可相当であるというふうに判断して

おります。 

以上です。 

議  長 はい。番号２につきましても、担当委員さん、事務局から詳しい

説明をいただきました。 

何か御意見ございますか。ありませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 はい。意見はないということでございますので、両案件とも申請

のとおりに決定をいたします。 

続きまして、「議第９号」 

事 務 局 議第９号、非農地証明願承認に関する件。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長 はい。これも番号１につきましては、３番委員さん、説明をよろ

しくお願いします。 

３番委員 １１ページ、議第９号、非農地証明願承認について。 

番号１番です。補足資料は１５ページから１７ページとなりま

す。申請人等の情報は左記のとおりです。 

申請地は、周辺農地、山林の荒廃により、有害鳥獣の被害が多発

し、２０年前から現況が農地ではなくなっていることから、農地法

の適用を受けない事実確認願が提出されました。 

農業委員２名と事務局により現地確認において、農地への復旧見

込みはないと判断し、非農地化が適当であると考えました。 
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よろしくお願いいたします。 

議  長 はい。番号１について、事務局から補足の説明をいたします。 

事 務 局 はい。ただ今の整理番号１番の案件につきまして、補足をさせて

いただきます。 

こちらの案件は、議第８号、農地法４条審議資料の整理番号２番

の案件と関連の案件になっております。 

昨年１１月に農振除外の申請があり、その後、農振除外の許可が

下りた４条申請地の近くの土地になります。 

現況は写真のとおり、雑木が生え、営農は再開できるような状態

ではなく、現況に即して非農地判断を受けたいという申請になりま

す。 

今後、非農地判断を受けた後に、農振除外の申請の内容にもあり

ましたとおり、植林を行われるということです。 

以上です。 

議  長 はい。ありがとうございました。 

番号１につきましては、私も立ち会わせていただきましたけれど

も、全くこの写真のとおりの状態です。 

今、町道の拡張工事にも掛かっておりまして、ジャングルみたい

な感じになっており、とてもじゃないが、農地には戻らないだろう

なというような判断をさせていただきました。 

何か御意見ございますか。ありませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 はい。無いということでございますので、申請のとおりに番号１

については承認いたします。 

続きまして、番号２につきましては、状況が変わったというよう

なことを聞きましたので、事務局から説明をしていただきます。 

よろしくお願いします。 

事 務 局 それでは、整理番号２番の案件につきまして、事務局から経緯の

説明と今回の対応につきまして御説明させていただきます。 

議案書１１ページ、補足資料１８から２１ページ、整理番号２番

の案件につきましては、今回の総会での審議を保留とさせていただ

きます。 

理由といたしましては、本案件の申請地は、以前に樹芸作物を栽

培していた農地なのですが、樹芸作物の管理ができなくなったとの

理由で、耕作放棄地と判断されることは望ましくないため、今回は

審議を保留とし、申請者と十分に今後の対応を検討した上で、改め

て別の形で申請をしていただく予定です。 

補足資料をご覧いただいてもよろしいでしょうか。 

補足資料の１９ページから２１ページまでです。補足資料を見て
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いただきますと分かるとおり、もともと樹芸作物が育てられていま

した。 

数年前から耕作されていた方の体調が悪くなられて、維持管理が

できなくなってしまいました。 

元の農地には戻せないというようなことで、最初は申請をいただ

いていたのですが、県の農業会議に、議案書の作成をした後に御相

談させていただいたところ、当初、樹芸作物の栽培というのが人為

的なものになるということです。 

耕作を離れるという理由で、非農地承認願の認定との申請だが、

もともと人為的に植えているものなので、植林とすごく似ている状

況あるのではないかということです。 

人為的に植え付けたものを、先ほどの整理番号１番の案件と同じ

ように、雑木とみなしてしまうことが適当ではないということで

す。 

人為的なものなので、あくまで農地法４条申請、若しくは５条申

請で転用の申請の許可を受けた上での植え付けが、正しいのではな

いかという御回答をいただきました。 

そういう理由で、今回この非農地承認願での審議を保留とさせて

いただきました。 

後日、改めて別の形で申請されることになると思われます。 

事務局からの説明は以上です。 

議  長 はい。こういったような事情で、今回は保留にさせていただきた

いということです。 

農振協議会を経て、農振除外の申請をして、それが通ってからと

いうことになりますので、次に申請が出てくるのには、時間がかか

るというようなことでございます。そのときはよろしくお願いいた

します。 

それでは、ただ今の番号２については、以下のようなことで進め

させていただきます。 

続きまして、「議第１０号」 

事 務 局 議第１０号、農用経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農地利用集積計画(案)の承認について。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長 はい。これは報告第２号で出た関連かと思いますが、事務局から

説明をしていただきます。 

事 務 局 それでは、事務局から補足をさせていただきます。 

議案書は１３ページ、補足資料は２３、２４ページをご覧くださ

い。 
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整理番号１番の案件につきましては、先ほど合意解約案件の整理

番号１番との関連案件になります。利用権設定の理由につきまして

は、先ほどの合意解約の案件で説明しましたとおり、同一の代表が

務める別の農業生産法人に貸付先を変更するために契約を結びなお

すというものです。 

契約期間は１０年で、反当５,０００円の賃貸借権設定、作付作物

はキャベツなどの野菜を作るとのことです。 

事務局からの説明は以上です。 

議  長 はい。実質的には何も変わらないというようなことのようでござ

いますが、何か問題はございませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 無いということでございますので、議第１０号については承認を

いたします。 

続きまして、議第１１号と１２号は関連がございますので、一括

して審議をしていただきたいと思います。 

それでは、「議第１１号」・「議第１２号」 

事 務 局 議第１１号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農地利用集積計画(案)の承認について【中間管理】。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

続きまして、議第１２号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１

項の規定による農地利用配分計画(案)の承認について【中間管

理】。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。 

令和３年５月１０日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長 はい。議第１１号・１２号は関連がございますので、事務局から

詳しい説明をしていただきます。お願いします。 

事 務 局 議案書は１５ページ、１６ページと、飛んで１８ページになりま

す。 

補足資料は２６ページから２８ページです。 

整理番号１番の案件につきまして、議第１１号と議第１２号は関

連案件のため、同時に説明します。 

中間管理事業を活用した水田１２筆の賃貸借権設定の案件になり

ます。 

議第１１号が集積計画のため、土地所有者から熊本県農業公社へ

の賃貸借権設定。 

議第１２号が配分計画のため、熊本県農業公社から耕作者である

地域の担い手となる農事組合法人への賃貸借権設定です。 

土地所有者から農業公社の間の賃貸借権設定については、契約期



 11 

間が１０年で、支払方法は議案書では、その他金銭で７万円と表示

されていますが、これは全筆の合計金額が７万円ということです。 

農業公社から農事組合法人への配分計画については、契約期間が

５年で、支払方法や金額については先ほどと同等になります。 

契約期限の５年が来る際に、引き続き契約を継続させたい場合に

は、再度更新という形で６年目から１０年目の契約が開始されるこ

とになっています。 

作付作物は一般田のため、水稲です。 

事務局からの説明は以上です。 

議  長 これが、皆さん、いつもお話をするように、土地所有者が中間管

理機構に貸し付けて、それを法人へ貸し出す形の案件でございま

す。 

何か御意見ございますか。ありませんか。 

これは１番委員さんのところの法人が請け負うということになり

ますか。 

１番委員 はい。 

議  長 何もございませんか。 

(複数委員) ありません。 

議  長 はい。無いというようなことでございますので、このように決定

をいたします。 

本日は、以上で議事は終わりたいと思います。 

ありがとうございました。 

 


